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第17回の「全国金魚すくい選手権大会」で優勝
し、凛々しい表情の輝大さん（写真右）

金魚すくいの道場は、全国でここだけ。北海道
や東京、海外からも腕を磨きにやってきます

みんなで楽しみながらも、緊張感を持って金魚すくいの腕を磨いて
いける環境がここにあります

ポイは職人さんの手づくり
質の高いポイを見極めるのが、勝利の秘訣

家族は”金魚つながり”でいつも仲良し

「金魚がすくえると思うとワクワクします。
最高記録を塗り替えていきたいです」
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城東区マスコットキャラクター
「コスモちゃん」

モクレン コスモス

国民健康保険料が決定しました／児童手当の現況届を提出してください／
介護保険のお知らせ／城東区内の幼稚園説明・相談会

特定健康診査／予防接種・結核健診・各種がん検診等の日程

城東区役所での専門相談／市民法律相談／行政相談／就労相談

音楽の祭日2017城東区／城東区生涯学習ルーム一覧
第20回 生涯学習ルーム作品展／セレッソ大阪城東区民デー

松本区長の城東大好記／地域活動協議会だより／みんなで子育て！みんなで応援！
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極めていくと奥が深い「金魚すくい」道　鯰江中２年生　難波 輝大さんクローズアップ

お 知らせ

健　　康

相　　談

イベント·講座

城東区通信

おおさか掲示板

　夏祭りに欠かせない「金魚すくい」の夜店。あっという間に、金魚に逃げられ、
網は破れてしまう。金魚すくいをしたことのある人なら、誰もが一度は経験した
はずです。今回は、金魚すくい全国大会で小学２年生のときに最年少優勝し、  
現在3連覇中の難波輝大さんに、金魚すくいの極意や金魚すくいをやって
よかったことなどをうかがいました。

極めていくと奥が深い
「金魚すくい」道

「全国金魚すくい選手権大会」3連覇　鯰江中２年生　難波 輝大さん

　難波輝大さんが初めて金魚すくいをし
たのは、保育園の年長のとき。夏祭りの
夜店でした。「他の子より金魚すくいが上
手いな」と気づいた輝大さんの父親・龍
児さんは、後日、テレビ番組で「金魚すく
い道場」を知り、輝大さんを道場へ連れ
ていきました。そこから輝大さんの金魚す
くいは、始まりました。
　金魚すくい道場は、金魚の名産地・奈
良県大和郡山市のおみやげ処「こちく
や」の一角にあります。道場には現在、小
学生から60代まで375人の門下生がお
り、5名の師範から指導を受け、切磋琢磨
しています。
　輝大さんは、月に1回、家族と一緒に道
場へ通っています。最初は、輝大さんの
付き添いだった家族も、今では皆すっかり

「金魚すくい」に夢中になり、大会に出場
することもあるそうです。
　「金魚すくいの醍醐味は、動きの速い
金魚を自分の思うとおりにすくえた時の
爽快感。生き物なのでいつも動きが違う
んです。奥が深いですよ」と輝大さん。ま
た、6月下旬頃を境に、新子(今年生まれ
た金魚)が使用されるので、それ以前の
金魚の時とは重さも大きさも異なり、季節
によっても、すくうときの感覚が違ってくる
のも面白味のひとつです。

　全国金魚すくい選手権大会は、1995
年から毎年開催され、今年８月に23回目
を迎えます。個人戦には「一般の部」と
「小中学生の部」、親子などが３人一組で
競う「団体の部」があります。参加者は、
予選を勝ち抜いてきた、“凄腕”ばかり。昨
年は、約1,800人が真剣勝負に挑み、会
場は熱気にあふれていました。
　競技では、約1,000匹の金魚(4cm程
度の和金)が泳ぐ水槽から、1人1枚のポ
イ（金魚をすくう網）を用い、3分間で何匹
すくえるかを競います。
　輝大さんが、史上最年少（小学２年生）
で初優勝したのは、「第17回 全国金魚
すくい選手権大会」（平成23年）で、３分
間に73匹という偉業を成し遂げました。
その後、小５・小６・中１と３連覇を果たし、

優勝回数は全部で４回。昨年は「これまで
味わったことのない達成感」を感じたそう
です。大会前には、緊張するのかと思いき
や、「これから金魚をすくえるという喜びを
感じます」と余裕！試合直前も「３分間ポイ
をしっかり持たせるように意識し、いつも
どおりの気持ち」で臨んでいるそうです。

　金魚すくいで「勝つ」ために、まず大切
なのが「ポイ」選び。ポイには、厚みによっ
て号数がつけられていて、号数が大きい
ほど薄くなります。４～６号が多く用いら
れ、金魚すくい選手権では、５号を使用し
ています。
　ポイは、職人さんの手づくりなので、同
じ号数でも1枚1枚、和紙のハリや糊づけ
具合が違います。より、すくいやすいポイ
を見極められるか否かが勝敗を左右する

といっても過言ではありません。ちなみに
金魚すくいの出店によって使用する号数
が違うそうなので要チェック！ 
　金魚すくいのテクニックについて、輝大
さんにうかがいました。
　「水の抵抗を少なくするため、ポイを斜
め45度で水につけ、水中では、金魚の動
きにあわせてポイを水平に動かしていき
ます。水面から出すときは、ポイの上に
乗っている金魚が落ちないように気をつ
け、水だけを落とします」

　金魚すくいを始めて丸8年。よかったこ
とは、「３分間で金魚をすくう大会経験の
積み重ねで、集中力は人一倍つきました
し、『ここでは、絶対やってやる』という精
神力が鍛えられました」と輝大さん。

　母親の愛さんからみて、息子さんには、
どんな成長があったのでしょうか？ 
　「保育園のころは、人見知りがありまし
た。道場に通うようになって、年齢差のあ
る人に可愛がっていただいたせいか、人
とうまく関係をつくれるようになりました。
それから、妹の面倒をよくみる心のやさし
い子ですが、それだけでなく、戦うことの
面白さや『勝ちたい』といった闘争心が出
てきて、よかったと思います」
　最後に、輝大さんへ、これからの目標を
うかがいました。
　「中学卒業まであと２年。それまでに
『小中学生の部』の最高記録を更新した
い。連覇も4連覇、5連覇と伸ばしたいし、
優勝回数も匹数も更新したい」と意欲
的。８月の大会では４連覇なるか？！
高みをめざす難波輝大さんを応援しま
しょう！　　

「うまいなぁ」
父親が才能を発見

史上最年少優勝、
３連覇を成す

「ポイ」選びが勝敗を決める

やさしさのなかに
育った闘争心

　輝大くんは、小さい頃からお父さんに連れられて、楽しそうに
金魚すくいをしているのが印象的でした。道場では最上段の九
段を取得しています。確かに強いですが、道場内での戦いでは
必ず勝っているわけではなく、ライバルに負けることだってあります。ところが本

番、強者が集まる全国大会では他を圧倒しま
す。全国大会で優勝するには、スポーツと同じ
で「技」「精神力」「運」の条件が整わなければ
なりません。それを3連覇したわけですから、輝
大くんはタダ者ではないと思っています。４連
覇、期待していますよ！

本番に強いので、４連覇にも期待！
こちくや金魚すくい道場　道場主 下村 康氏さん
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